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秋には真っ赤なりんごが出迎えてくれ、もぎたての果実は本当においし
い！たくさんの品種があり、時期をずらして何度訪れても楽しいです。

（つくば市 40代）

常陸秋そばがとてもおいしい！つけけんちんもよくテレビに出ます。
（常陸太田市 60代）

奥久慈りんご、常陸秋そば

飼育員さんたちが最高！動物のあれこれを教えてくれて、お手製の展示な
どもあり、動物園を良くしようという心意気がうれしいです。（日立市40代）
久慈川、那珂川はアユがとれ、川原や山でのキャンプのほか温泉もあり、
四季を通じて楽しく遊べます。（ひたちなか市 70代以上）

かみね動物園、キャンプ、温泉

小さな子どもからお年寄りまで大好きなほしいも。色んな種類が楽しめます。
そして、贈り物としてのほしいも。相手の喜ぶ姿を思い浮かべながら、毎年ほし
いもの季節を待っています。（東海村 60代）
笠間の栗は量だけでなく質も日本一！おいしさに感動しました。（笠間市 20代）

ほしいも、栗

東京育ちですが、車で30分行くとサツマイモ掘りやイチゴ狩りができ、夏は
ホタルが見られ、キャンプや海にも行けます。水戸駅周辺は流行りのお店もあ
り日帰りで東京にも行けて、住みやすく気に入っています！（水戸市 40代）
都心から越してきて、海、山、川など自然が多く、子どもと遊ぶのに困らなくなり
ました。住みやすさ、子育てのしやすさは住んでみたからこそ分かりました。

（ひたちなか市 40代）

ほどよく田舎、ほどよく都会(街)

メロン、特にイバラキングは、毎年食べるのが楽しみで、
お中元に贈ってもとても喜ばれます。（大阪府 40代）
冬暖かく夏涼しいためとても暮らしやすく、メロンやサツマイモ、
鹿島たこなどの魚介類もおいしいものがすぐ手に入ります。

（鹿嶋市 60代）

神栖市はピーマンで全国区。意外と知られていませんが将棋盤
も作っています！（神栖市 50代）
霞ヶ浦で獲れるシラウオと
ワカサギです。シラウオは
生食もでき、ワカサギは天
ぷらがとてもおいしくおす
すめです。（行方市 60代）

食材が豊富！（メロン、サツマイモ、ワカサギなど）

11月13日は県民の日

自慢 ！

茨城県民の日 １８７１（明治４）年に行われた
府県の統廃合で、11月13日

に初めて「茨城県」という県名が用いられたことにちな
み、県民一人一人が郷土の歴史を知り、より豊かな生活
と県の発展を願う日として、１９６８（昭和４３）年に県の
条例により定められました。

県北

県央

秋になると出現する落花生ぼっち。子ど
もの頃は妖精のお家だと思っていました。
牧歌的風景が広がる秋の落花生畑は一
番好きな景色です。（牛久市 30代）

日立市内６号国道の山側から見る海。家や工場がひしめく向こうに大きな海が見え、気持ちがすっきりし
ます。（那珂市 50代）
「ルート294」（国道294号線）は関東平野の広大さを実感する平原道路で、特に東北の山をドライブ後、
福島県から294へ入ると、どこまでも続く平らな道に感動します。（取手市 60代）

ぼっち 車窓からの景色

地名の由来 約1300年前に編さんされた

「常陸国風土記」の中で「黒坂命
という人が、この地方に茨で城を築いた。」という話が書
かれています。この「茨で城を築いた」ということから、
この地方を茨城と呼ぶようになったといわれています。

ひたちの  くに　ふ　 ど　き くろさかのみこと

岡倉天心も愛した北茨城市の五浦海岸は絶景で、何時
間でもぼ～っと佇んでいられる場所です！（神栖市 60代）

海が見える日立駅。一日中いても飽きない駅です。（日立市 60代）
花貫渓谷へ行く先にある土岳。筑波山のほか冬は富士山や
那須連峰などが望めます。（日立市 30代）
迫力ある袋田の滝。（埼玉県 40代）
月待の滝は、滝の裏側に行く事ができます。（大子町 50代）

五浦海岸、花貫渓谷、
滝（袋田・月待）

世界に誇るひたち海浜公園。青いネモフィラ、そして紅く
染まるコキア。どちらの季節も壮観で引き込まれる景色
です。（ひたちなか市 50代）
偕楽園・千波湖・四季の原は、広大な敷地内で四季折々の花や緑が観賞できる
ほか、ランニング・散歩も楽しめます。（水戸市 50代）
ラムサール条約登録湿地の涸沼とその周りには多くの動植物や昆虫などが棲

息し、その豊かな自然を次世代に残そうと活動する方々がいることも
忘れてはいけないと思います。（茨城町 70代以上）

国営ひたち海浜公園、偕楽園周辺、涸沼

国立大学法人茨城大学
五浦美術文化研究所

いばらき 

2今月号の表紙 （左上から）ほしいも、袋田の滝、アクアワールド茨城県大洗水族館、ダイヤモンド筑波（筑波山と母子島遊水地）、潮来のあやめ、
霞ヶ浦の帆引き船、メロン（イバラキング）、笠間焼、花貫渓谷の紅葉、結城紬、茨城県立カシマサッカースタジアム、土浦の花火



鹿嶋市は、歴史のあるサッカーチーム
があり、それだけでなく東国三社のひと
つである鹿島神宮もあります。スポーツ
だけでなく歴史的にも有名な場所です。

（水戸市 20代）

鹿島神宮、
サッカーチーム

県

10月号の読者のご感想

県の花
「ばら」

県の木
「うめ」

県の鳥
「ひばり」

県の魚
「ひらめ」

県のマーク「県章」
開き始めた「ばら」のつぼみのデザインで、
県の「先進性」「創造性」「躍動」「発展」
を表しています。

県のシンボル

霞ヶ浦には、水上スポーツやサイクリング、釣り、散歩など、県内外
から多くの人が訪れます。また、景色も素晴らしく、湖畔から見る筑
波山の夕日の山並みは絶景です。（行方市 50代）
神栖市の海は水がすごくきれいで人は少なく穴場スポットです。
波崎漁港で獲れる魚介も美味です。（神栖市 50代）

霞ヶ浦、波崎漁港

わたしの
　皆さんが感じるいばらきの「自慢したいこと」や
「お勧めしたいこと」は何ですか？
　「海・山・川・湖など自然が豊富で都会（街）にも近く暮ら
しやすい」「新鮮でおいしい食材がいつでも手に入る」
「人の心の温かさ、優しさに溢れる街」など
たくさんの声が聞こえてきます。
　今回は、ひばり8月号で募集した皆さんからの
「いばらき自慢」をもとに、さまざまな面から
本県の魅力をご紹介します。
※紙面の都合上、一部抜粋して紹介しています。
　その他の「いばらき自慢」は県ホームページを
　ご覧ください。

西

県南

鹿 行

筑西市出身の郷土の偉人。「満足した作品
でないと割ってしまう」という波山の人とな
りが好きで、板谷波山記念館へときどき足
を運びます。（石岡市 60代）
結城紬！簡単なものではコースター作りな
どが気軽に体験できます。（結城市 60代）

板谷波山、結城紬

桃の花、自然博物館、
あすなろの里、
ダイヤモンド筑波

境町では、自動運転バスが街の道路上を走っています。近未来を感じ、
車のない方の役にも立っていると思います。（境町 20代）

自動運転バス

夏になると筑西市でとれた梨を大学時代の恩師と親友に贈っています。
新鮮でみずみずしい甘さの梨は、とても喜ばれます。（筑西市 20代）
下妻市内にはたくさんの梨畑があり、春は梨の花がとてもきれいです。

（下妻市 50代）　　　　　

春にできる白菜は甘く、そのままでも食べられます。（八千代町 40代）

梨、白菜

研究所がたくさんあり、子どもの
教育にも恵まれた環境です。つ
くばエクスプレスで東京まで近
いのも暮らしやすいと感じます。

（つくば市 40代）

JR取手駅は始発駅。都心への
出勤も楽々座っていけます。

（取手市 50代）

科学技術の街、都心への良好なアクセス

土浦の花火大会は競技会だけあって普段見る事のできない大きさの花火が打
ち上がりとてもきれいです。（土浦市 40代）

花火大会

筑波山は、登ってもよし遠くから眺めてもよし。古い町並みは
散歩もサイクリングも最高です。（つくば市 50代）
牛久大仏は、高さ120メートル。ブロンズ製立像としては世界最
大の建造物で、すごい迫力に圧倒されます。（牛久市 50代）
田んぼの稲が織りなす圧巻の黄緑色の世界！こんなに鮮やか
な自然の色に出会えた事に感謝です。（龍ケ崎市 60代）

筑波山、牛久大仏、田園風景

番
外
編

街のサイズに比べホームセンター
やドラッグストアが多く商品選択し
やすい。おいしいレストランも多い。

（下妻市 60代）

生活環境が充実
「おはよう」「おつかれさま」通学路で毎日地域の人と挨拶を交
わし、家族のように世間話をする時もあります。（神栖市 10代）
地域の人たちとの優しいお付き合いにいつも癒されています。

（鉾田市 60代）

地域の人たち

板谷波山 彩磁延壽文花瓶 
1936年頃
茨城県陶芸美術館蔵

ⓒJAXA

※写真は稲のわらぼっち

いばらき 
読者が選ぶ

「古河公方公園」桃まつりでは、桃の花がきれいです。（古河市60代）
自然博物館と水海道あすなろの里。菅生沼の遊歩道を使うと行き来ができ、
自然を感じられて楽しいです。（常総市60代）
冬の夕方に筑波山の山肌が紫色に見える「紫峰」や、田植え前に水面に写る
「逆さ筑波」など、季節による変化が楽しめます。（筑西市30代）
筑西市にある母子島遊水地からのダイヤモンド
筑波がきれいです。（筑西市50代）

はこじまゆうすいち

ひばり 2022.  113 （「秋の味覚いばらきの栗」を読んで）私の母は、三度の飯より栗が大好きで、栗の季節には栗料理が数多く出てきます。
たくさんの栗を使ってデザートを作るのが夢みたいで、栗の特集ページに釘付けでした。（常陸大宮市 20代）
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主なロケ地

久慈川でアユ釣り Bush & Lake in はぎビレッジで
焚き火

御前山青少年旅行村で
キャンプをする3人

●道の駅日立おさかなセンター（日立市）
●道の駅ひたちおおた（常陸太田市）
●磯原海岸（北茨城市）
●Bush & Lake in はぎビレッジ（高萩市）
●御前山青少年旅行村（常陸大宮市）
●大子町中心商店街（大子町）

【
あ
ら
す
じ
】　

　

豊
か
な
自
然
に
囲
ま
れ
た
県
北
高
校

「
焚
き
火
部
」の〝
モ
リ
ベ
ー
〞と〝
ハ
カ
セ
〞

は
、隣
の
ク
ラ
ス
の
気
に
な
る
女
子・小
泉

ヒ
ノ
カ
を
キ
ャ
ン
プ
に
招
こ
う
と
計
画
す

る
。果
た
し
て
、焚
き
火
部
の
威
信
を
懸

け
た
お
も
て
な
し
キ
ャ
ン
プ
は
成
功
す
る

の
か
…
？

県県北振興局　☎029（301）2727

【出演】

森部陸（愛称“モリベー”）役／今井竜太郎（写真右）

常田博（愛称“ハカセ”）役／川野快晴（写真左）

小泉ヒノカ役／若柳琴子（写真中央）

小泉マドカ役／磯山さやか【友情出演】　

いまいりゅうたろう

かわのかいせい

わかやなぎことこ

いそやま

他にも神社や農園など、県北のさまざまな場所で撮影が行われました。

いばらきの魅力をさまざまな機会を通じて広く国内外に向けてＰＲし、
本県を応援していただく「いばらき大使」となった4人の方々をご紹介します。「いばらき大使」を委嘱しました！

本県の魅力や歴史などについて、
楽しみながら知っていただけるウェブサイトを集めました。もっと知れば、もっと好きになる茨城

川﨑 誠司さん
かわさき せいじ

子どもたちの学びの姿から「茨城モデル」といえ
る教育のあり方を提言し、全国に広くＰＲしてい
きたいと思います。

東京学芸大学教育学部教授
・筑波大学および同大学大学院
 在籍時に12年間本県在住
・ICT教育の第一人者として活躍

檜山 沙耶さん
ひやま さや

気象キャスター
・水戸市出身
・気象情報番組ウェザーニュース
 のお天気キャスターとして活躍

県
北
が
舞
台
の

青
春
キ
ャ
ン
プ
修
業
ド
ラ
マ
を

配
信
中

県民の日に無料や割引になる施設、
イベントやサービスなど詳しくはこちら▶お得に楽しむ県民の日

岡倉天心や板谷波山など本県ゆかりの
人物について、その功績や生き方を分
かりやすく紹介

茨城の先人たち

200本を超えるなつかしいニュース映
像や記録映画を公開

なつかし・いばらき

歴史や文化、自然、産業など本県の郷
土に関する問題を掲載

いばらきっ子郷土検定

1963（昭和38）年に制定された県民
の歌の楽譜と音源を公開

県民の歌

生まれ育った茨城県とお仕事を通してつながれ
たことが、大変嬉しく光栄に思います。

（C）フジテレビ

今湊 敬樹さん
いまみなと けいじゅ

アナウンサー
・笠間市出身
・フジテレビ「FNN Live News α」
 のキャスター として活躍

大好きなふるさと「茨城」の魅力をどんどんアナ
ウンスしていきたいと思います！

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ほ
か
、県
公
式
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

動
画
サ
イ
ト「
い
ば
キ
ラ
T
V
」で
も
全
３
話
配
信
中
！

小林 正寿さん
こばやし まさとし

気象予報士
・常陸大宮市出身
・日本テレビ「ZIP！」お天気
 キャスターとして活躍

春夏秋冬、季節ごとにさまざまな姿を見せてくれ
る茨城県の魅力をどんどん発信していきたいと
思います。

／

 11月13日は県民の日 ／

岡倉天心

大洗水族館（1952年）

岡倉天心

大洗水族館（1952年）

県天心記念五浦美術館蔵
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10月20日現在の情報です。お出掛けの際には前もってご確認ください。なお、ご来館の
際はマスクの着用などをお願いします。また混雑時には、入場制限を行う場合があります。

■開館時間／平日：９時～20時、土・日・祝日：９時～17時
■１１月の休館日／7、14、21、24、28日
水戸市三の丸1-5-38　☎029（221）5569  6029（228）3583

１１月６日（日） 9時45分～16時県立図書館

いばらき読書フェスティバル2022
特別講演会：かもめブックス店主 柳下 恭平 氏（14時～16時）
　　　　　　  ※入場無料（先着160人）

県近代美術館 

大正から昭和の洋画壇に確固たる地
位を築いた辻 永（1884～1974）の油彩
画と、自身の楽しみや心の慰めのため
に生涯にわたって描き続けた植物画
を紹介し、辻の本質に迫ります。

12月11日（日）まで

企画展「辻 永 ふたつの顔を持つ画家―油彩と植物画―」

〈入館料〉一般730円、満70歳以上360円、
高・大生490円、小・中生240円
※日時指定WEB整理券（無料）を取得された方が入館優先
■11月の休館日／7、14、21、28日
水戸市千波町東久保666-1　☎029（243）5111　6029（243）9992

横山大観「鶉」
1925（大正14）年 水野美術館蔵
（展示期間：11月1日（火）～27日（日））

〈入館料〉一般840円、満70歳以上420円、高・大生630円、小・中生320円
■11月の休館日／7、14、21、28日
北茨城市大津町椿2083　☎0293（46）5311　60293（46）5711

11月27日（日）まで県天心記念五浦美術館

守谷市出身の歴史家 齋藤隆三は、1914（大
正3）年の日本美術院再興にあたり、横山
大観らとともに発起人となり、岡倉天心の
意志を継ぎながら日本美術院の活動を支
えました。本展は、齋藤を軸に日本美術院
の歩みを振り返る全国初の展覧会です。

開館25周年記念展 Ⅲ 
「再興院展の立役者 齋藤隆三」

11月23日（水・祝）まで

マルコ・ポーロ口述、ルスティケッロ著
 『東方見聞録』 1611年 

ライプチヒ刊（公財）東洋文庫蔵

東洋文庫が誇る100万点の所蔵品の中から、厳
選した名品約100点を紹介します。人類史上最
も古い文字の一つである「くさび形文字」で書
かれた『ハンムラビ法典』やマルコ・ポーロの口
述をまとめたとされる『東方見聞録』など、世界
に数点しかない貴重な本などをご覧ください。

秋の特別展「知の大冒険―東洋文庫 名品の煌めき―」

県立歴史館

〈入館料〉一般610円、満70歳以上300円、大学生320円、高校生以下無料
■11月の休館日／7、14、21、28日
水戸市緑町2-1-15　☎029（225）4425　6029（228）4277

11月12日（土） 13時30分～15時

講師：塩田 釈雄（県天心記念五浦美術館 学芸員）
※参加無料・定員80人
※事前申込（ホームページより） 当日枠あり
■11月の休館日／7、14、21、28日
つくば市吾妻２-８　☎029（856）3711　6029（856）3358

第7回土曜講座「再興院展の立役者 齋藤隆三について」
県つくば美術館　

県天心記念五浦美術館
企画展の見どころを紹介

ミュージアムパーク県自然博物館

第85回企画展「ときめく石―色と形が奏でる世界―」
本企画展では、石のもつ自然の「色」や「形」の魅力を存分に紹介します。
〈入館料〉一般750円、満70歳以上370円、高･大生460円、小･中生150円
※土・日・祝日および１月3日（火）はWEBでの事前予約制 
※野外施設のみ利用の場合も要事前予約 ■11月の休館日／7、14、21、28日
坂東市大崎700　☎0297（38）2000　60297（38）1999

１月29日（日）まで

●開館時間／9時30分～17時(入館は16時30分まで) 
●11月13日(県民の日)は入館無料
●障害者手帳、指定難病特定医療費受給者証などをお持ちの方、未就学児は入館無料
　満70歳以上の方は入館料減免 (健康保険証、運転免許証などを持参してください)
●毎週土曜日は、高校生以下無料（春・夏・冬休み期間中は除く）

利用案内
（県立図書館を除く）

県陶芸美術館

〈入館料〉一般730円、満70歳以上360円、高・大生520円、小・中生260円
■11月の休館日／7、14、21、28日
笠間市笠間2345（笠間芸術の森公園内）　☎0296（70）0011　60296（70）0012

12月11日（日）まで

企画展「笠間焼250年記念 欲しいがみつかる・うつわ展Ⅱ
―笠間と益子―」
2018（平成30）年に開催した「欲しいが
みつかる・うつわ展」の第2弾として、笠
間（茨城）と益子（栃木）を拠点に活動
する74人の作家の作品を紹介します。

しゃくゆう

つじ  ひさし

「無花果畑」1912年 
水戸市立博物館蔵

5日（土）～13日（日）
いちょうまつり開催

ひばり 2022.  115 10月号の読者のご感想 県産の鶏肉とレンコン、卵や米を使って作った「いばらきガパオ」が、これからの茨城の新名物として、ぜひ、広まって欲しいと思い
ました。県内の「いばらきガパオ」の食べ比べもしてみたいです。（古河市　50代）



案内

11月は「働き方改革推進月間」です
ノー残業デーやテレワーク、時差出勤な
ど、誰もが働きやすい職場づくりに向け、
できることから取り組みましょう。また、県
では、働き方改革に積極的に取り組む企
業を「働き方改革優良企業」として認定し
応援しています。優良企業の認定を受け
て、会社の魅力を広くアピールしてみませ
んか。

犯罪被害者週間
（11/25～12/1）
被害に遭われた方やその
ご家族を支援しましょう。
犯罪被害者相談窓口▶

☎029（301）7830  平日9時～16時
（土・日・祝日、年末年始を除く）

（公社）いばらき被害者支援センター▶
☎029（232）2736  平日10時～16時
（土・日・祝日、年末年始を除く）

性犯罪被害相談「勇気の電話」▶

☎♯8103  70120（21）8103
24時間対応
平日8時30分～17時15分は女性カウン
セラーが対応。それ以外の時間帯は女性
警察官が対応（土・日・祝日、年末年始を除く）

県労働政策課
☎029（301）3635

国保料（税）の納付は口座振替で
口座振替を利用すると、納付の際に市町
村や金融機関の窓口に足を運ぶ必要がな
く便利です。また納期限日に、ご指定の預
貯金口座から自動的に納付されますの
で、納め忘れがなく安心です。
詳しくは、お住まいの市町村の国民健康
保険担当課へお問い合わせください。

Ｓマークをご存知ですか
Sマーク（標準営業
約款制度）のある｢理
･美容店｣｢クリーニ
ング店｣｢めん類飲食
店｣｢一般飲食店｣は、
厚生労働大臣の認
可を受けた約款に基
づき営業している安
全･安心なお店です。
〈Ｓマーク登録店について〉
●サービス･メニュー･資格者の氏名を表示
●万が一事故が起きた場合、賠償するた
めの保険に加入

●業種ごとに定められたさまざまな基準
を遵守
（公財）県生活衛生営業指導センター
☎029（225）6603

市町村窓口▶

県保健政策課
☎029（301）3172

保育の仕事に関わりたい方を
応援します
保育の仕事に就きたい方、保育士を目指
す学生の方、保育士の方、県内の保育施
設の方は「いばらき保育人材バンクポータ
ルサイト」をご活用ください。
保育施設とのマッチング機能
や保育士試験対策講座、学生
向けの保育施設見学セミ
ナーも開催しています。

詳しくはこちら▶

いばらき保育人材バンク事務局
（いばらき保育サポートセンター）
☎029（350）5137
県子ども未来課　☎029（301）3243

県生活文化課安全なまちづくり推進室
☎029（301）2842
県警察本部犯罪被害者支援室
☎029（301）0110

県総合がん対策推進
モニタリング調査
がんや県民の生活習慣などに関する調査
を実施しますのでご協力をお願いします。
対象▶調査世帯に選定された方
実施期間▶12月まで
※一部の厚生労働省指定地区では、
国民健康・栄養調査、歯科疾患実態
調査を併せて実施します。

県健康推進課　☎029（301）3224
平成28年度（前回）の調査結果はこちら▶

医学部進学者向け支援制度のご案内
将来、県内医療機関で勤務する医師を養
成するため、月額最大２５万円を貸与する
「地域医療医師修学資金貸与制度（地域
枠）」や、金融機関の医学部進学者向け教
育ローンを利用した場合に、在学中の利子
を県が全額負担する「教育ローン利子補
給事業」などの支援制度を設けています。
制度の詳細は、県ホームページ「イバラキ
ドクターズライフ」をご覧ください。

県医療人材課
☎029（301）3191

詳しくは　
こちら▶

11月は「薬剤耐性対策推進月間」です
薬剤耐性菌とは、感染症の治療で使われ
る抗菌薬（抗生物質、抗生剤）が効かなく
なった細菌のことです。これまで薬を飲め
ば治った感染症が治りにくくなり、他の病
気の治療にも影響が出ることがあります。
抗菌薬は医師の指示通りに服用しましょ
う。また、手洗い・うがいなどの感染予防に
努めましょう。

県衛生研究所
☎029（241）6652

詳しくは　
こちら▶

犯罪被害者支援
シンボルマーク

「ギュっとちゃん」

県廃棄物規制課　☎029（301）3027
「茨城県　PCB」で検索

詳しくはこちら▶

高濃度PCB廃棄物の
処分期限が迫っています

PCB（ポリ塩化ビフェニル）は電気機器の
絶縁油などに使用されていましたが、毒性
があることから、現在は製造・輸入が禁止
されています。高濃度のPCBが含まれる
安定器などについては、早めの処分をお
願いします。
処分期限▶
令和5年3月31日（金）

業務用・施設用蛍光灯の安定器

なやみゼロ

シャープハートさん

※完全無料

詳しくは　
こちら▶

6データいばらき 9月1日現在 ●総人口2,841,615人 ［前月比343人減］ （男性1,418,889人 女性1,422,726人） ●世帯数1,210,565世帯 ［前月比941世帯増］ 



10月20日現在の情報です。変更になる可能性が
ありますので、ホームページなどでご確認ください。

問い合わせ先
ホームページ

申し込み先

募集

偕楽園もみじ谷ライトアップ

水戸市中心部にありながら、気軽に紅葉が
楽しめる偕楽園もみじ谷。約170本のモミ
ジなどが鮮やかに色づく季節に合わせ、ラ
イトアップを行います。昼とは異なる幻想
的な雰囲気をお楽しみください。
日時▶11月３日（木・祝）～20日（日）
　　　日没から21時まで
場所▶偕楽園もみじ谷（茨城縣護國神社脇）
駐車場▶桜山駐車場（無料）

催し物

偕楽園公園センター
☎029（244）5454

県植物園秋まつり
子ども植物教室、森の工作広場や森のコ
ンサートなどさまざまなイベントを行いま
す。花の苗のプレゼント（先着順）もありま
すので、ぜひお越しください。
日時▶11月13日(日) 9時～16時30分
場所▶県植物園（那珂市）

子ども伝統文化フェスティバル
地域の伝統文化を受け継ぐ子どもたち
が、日頃の練習成果を発表します。県内各
地からお囃子や神楽、日本舞踊などの団
体が出演予定です。大人顔負けの発表
を、ぜひお楽しみください。
日時▶11月12日(土) 10時～15時
　　　※入場無料、雨天順延11月19日（土）
会場▶県立歴史館 屋外ステージ
　　　（いちょうまつりと同時開催）

県生活文化課
☎029（301）2824

ナイスハート
ふれあいフェスティバル2022
障害児・者の方が制作した作品の展示や
音楽・ダンスなどの動画を配信します。
●ナイスハート美術展
日時▶１２月１日（木）～５日（月）
　　　９時３０分～１６時３０分
　　　※最終日は１１時まで
会場▶ザ・ヒロサワ・シティ会館（水戸市）
●作品販売
日時▶１２月３日（土） ９時３０分～１５時
会場▶ザ・ヒロサワ・シティ会館（水戸市）
●動画発表会（いばキラTVにて配信）
配信期間▶１２月１日（木）～２６日（月）

県障害者スポーツ・文化協会
☎029（301）3375

詳しくはこちら▶

競技・指導の経験を
生かしてみませんか
中学校や高等学校で、教員に代わり部活
動を指導（引率を含む）する部活動指導員
を随時募集しています。全ての部活動種
目が対象で、県運動部活動指導員登録バ
ンクに登録後、希望条件にあった学校へ
部活動指導員として配属されます。

任用資格など詳しくはこちら▶

県教育庁保健体育課
☎029（301）5353

高齢運転者運転免許自主返納
サポート事業の協賛事業者募集
免許証を自主返
納された高齢者
の方へ、割引サー
ビス、粗品の進
呈、購入品の配送
料 優 待 や 無 料
サービスなどの特
典をご提供いただける協賛事業者を募集
しています。
ぜひ、ご協力をお願いします。

協賛申込書など　
詳しくはこちら▶

県生活文化課安全なまちづくり推進室
☎029（301）2842

狩猟免許試験に挑戦しませんか
野生の鳥獣を勝手に捕獲することは、法
令で禁止されていますが、狩猟免許があ
れば、ルールの範囲内で可能になります。
イノシシやアライグマなどによる農作物の
被害を減らすために、免許の取得をぜひ
ご検討ください。
次回試験日▶12月15日（木）（年５回実施）
仮申請受付期間▶11月7日（月）まで
※狩猟に係る費用を減免・補助する制度もあります。

県環境政策課
☎029（301）2946

詳しくはこちら▶

県植物園管理事務所
☎029（295）2150
「茨城県植物園」で検索

サイクルアートフェスティバル
現役選手による競輪模擬
レースや自転車アートの展
示、グルメ屋台やフリー
マーケットなども多数出店
します。
消防フェスタも同時開催し、
さまざまな体験ができます。
日時▶11月13日（日）
　　　9時45分～16時
　　　※入場無料、雨天決行・荒天中止
場所▶楽天Ｋドリームスバンク取手
　　　（取手競輪場）

県自転車競技事務所運営課
☎0297（73）3240
「取手競輪場」で検索

はやし

7 広告掲載のお申し込みは、(株)キョウエイアドインターナショナル（　contact@kyoeiad.co.jp）まで。　※広告の内容は、県が保証や推奨をするものではありません。
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ん
や
関
係
機
関
な
ど
と一体
と
な
っ

て
、児
童
虐
待
防
止
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

～こんなときはすぐにご連絡ください～
●あの子、もしかしたら虐待を受けているかも？
●子育てがつらくて、つい子どもにあたってしまう など

DV相談ナビ

児童相談所虐待対応ダイヤル

24時間対応
（通話料無料）

平日：9時～21時　土・日・祝日：9時～17時
（通話料がかかります）

# 8 0 0 8
は れ れ ばは れ れ ば

1 8 9
いち はや くいち はや くいち はや く

～ひとりで悩んでいませんか？～

※発信場所から最寄りの配偶者暴力相談支援センターに自動転送されます。

※通告・相談は匿名可、秘密は厳守します。
※お住まいの地域の児童相談所につながります。



　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ「
ピ
リ
カ
」は
、ご
み
拾
い
活

動
を
共
有
す
る「
ご
み
拾
い
S
N
S
」と
し
て
活
用
さ

れ
て
い
る
ほ
か
、不
法
投
棄
の
情
報
を
投
稿（
通
報
）

す
る
と
、リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
県
に
情
報
が
提
供
さ
れ
る

の
で
、よ
り
迅
速
な
対
応
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　

本
県
は
、首
都
圏
か
ら
ア
ク
セ
ス
が
し
や

す
い
な
ど
の
理
由
か
ら
、廃
棄
物
の
不
法
投

棄
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

近
年
は
特
に
、早
朝・夜
間
な
ど
の
人
目
に

つ
か
な
い
時
間
帯
を
狙
い
、ト
ラ
ッ
ク
数
台
で

道
路
沿
い
や
空
き
地
な
ど
に
捨
て
て
い
く「
ゲ

リ
ラ
的
不
法
投
棄
」が
急
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
に
対
応
す
る
た
め
、県
で

は
、２
０
２
１（
令
和
３
）年
度
か
ら
不
法
投

棄
等
機
動
調
査
員
10
人（
警
察
O
B
な
ど
）

を
新
た
に
採
用
し
、昼
夜
を
問
わ
ず
監
視
パ

ト
ロ
ー
ル
を
実
施
す
る
な
ど
、監
視・指
導
体

制
の
強
化
を
図
って
い
ま
す
。

ゲ
リ
ラ
的
不
法
投
棄
が
急
増
中

不
法
投
棄
は
ア
プ
リ
で
通
報

0

50

100

150

200

H28 H29 H30 R1 R2 R3

本県の不法投棄発生件数

全体 うちゲリラ投棄 （発生年度）

（件数）

Step1 Step4Step3Step2

　悪質、巧妙化する不法投棄に対応するため、県では、市町村や警察など
と連携し、監視・指導体制の強化を図っています。しかし、不法投棄撲滅に
は、組織的な対応だけでなく、一人一人の監視の目が必要不可欠です。
　不法投棄などを見つけたら、電話やスマートフォンアプリから通報する
ことで、「茨城は捨てづらい」という環境をつくっていきましょう。

県廃棄物規制課　☎０２９（３０１）３０３５

「不法投棄ゼロ」への挑戦
もう捨てさせない！

右下の投稿ボタンを押
しながら上にスライドし、
通報用の写真を撮影

連絡先やコメントを
入力し、右上の通報
ボタンを押して完了！

ごみの種類を選択撮影後に表示される
地図から不法投棄の
位置を選択

コメント欄に入力する内容（分かる範囲で）
●

●
発見場所（県道○号線沿いなど）
現場の状況（量や臭いなど）

●

●
行為者に関する情報（出入りする車、人の特徴など）
土地に関する情報（地権者や連絡先など）

＼通報はたったの4ステップ／

※無断で私有地に入ったり、直接注意することは大変危険ですのでおやめください。

※スマートフォンの
 　位置情報はON

5年で10倍以上増加

＼有力情報に謝礼を進呈／
不法投棄等情報提供報奨金制度
■対象

■報奨金額  原則1事案1万円

県が未知の情報を提供し
事案の解決に特に貢献した方
（例）不法投棄の瞬間を写真や動画で撮影

し、行為者の特定につながった。

（情報の重要性、貢献度などを考慮し決定）
※審査には時間がかかります。

受付時間：平日８時30分～17時15分  ※受付時間外は最寄りの警察署まで

※
利
用
に
は
、規
約
へ
の
同
意
な
ど
が
必
要
で
す
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
こ
ち
ら
▼

＼通報は電話でも受け付けています／
不法投棄
１１０番 ０１２０（５３６）３８０

み は れいつもみんなでむらなく

ひばり 2022.  119 10月号の読者のご感想 息子は障害者雇用で働いていて、職場の皆さんの理解と対応に感謝しています。誰もがひとりの人間として、差別なく働けるよ
うになるとうれしいです。（つくばみらい市 50代）
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受診・相談センター ☎０２９（３０１）３２００ （８時３０分～２２時）

新型コロナウイルス感染症再流行への備え相談窓口一覧

重症化率の推移

入院患者の年齢構成（第６波・第７波ピーク時）新型コロナウイルス感染症患者の症状の状況

県内の新型コロナウイルス感染症 動向
（10月20日現在）

第5波 第6波 第7波
60歳未満
60歳以上
全年齢

0.54％
5.59％
1.01％

0.03％
1.64％
0.22％

0.02％
0.86％
0.15％

　今夏、猛烈な感染の波となった第７波では、オミクロン株
（BA.5）の影響により新規陽性者数が19万人を超え、週平
均新規陽性者数は、第６波の３倍に迫りました。
　一方で、重症化率は低下しており、県民、医療機関、医療
従事者の皆さまのご協力もあり、入院患者数は第６波の
1.3倍、重症患者数は約半数に抑えることができました。
　県では、ウィズコロナを見据えた取り組みを進めるため、
９月２９日に「茨城版コロナNext」の見直しを行い、第７波
の実績を踏まえた判断指標に改定するとともに、対策指針
を廃止し、外出自粛や営業時間短縮といった機械的な行動
制限の要請を原則行わないこととしました。
※重症化が懸念される変異株の出現などにより、医療体制がひっ迫した
場合は、行動制限の要請をする可能性もあります。
　今後も、冬場の季節性インフルエンザとの同時流行に
備え、医療提供体制の強化に取り組んでいきますので、
県民や事業者の皆さまには、引き続き、今できる
感染症対策へのご協力をお願いします。

最新情報は、県ホームページでご確認ください。▶

20歳未満 4人
1％

20-30代
12人
3％
40-50代
38人
9％

60-70代
146人
34％

入院患者数
（2/24：第6波ピーク）

430人

入院患者数
（8/28：第7波ピーク）

539人

7/1～9/30
新規陽性者数
198,747人

7/1～9/30
入院患者数
3,158人

80歳以上
230人
53％

入院
1.6％

中等症Ⅱ以上
1,183人
37.5％

中等症Ⅰ
1,255人
39.7％

軽症
720人
22.8％

入院不要
98.4％

20歳未満
15人
3％

20-30代
17人
3％

40-50代
46人
9％

60-70代
146人
27％

80歳以上
315人
58％

季節性インフルエンザ対策にも役立つ

陽性が確定する前で、受診先を相談したいとき 準備しておくと良いもの
●食料品や日用品（最低５日分）
●服用中の薬・市販の解熱剤や咳止め薬
●抗原検査キット（１人２回分以上）
　※【体外診断用医薬品】
　　 または【第１類医薬品】と表示されています。
●生理用品や乳幼児・高齢者のための
　衛生用品 など

健康の保持・増進のために
日常から気を付けること
●適切な食生活や運動
●十分な睡眠を意識する
●喫煙、過度な飲酒を控える

引き続き、感染予防のために気を付けること
●手洗いなどの感染予防策
●毎日、体温を測るなどの自己管理
●ワクチン接種の検討
　※インフルエンザワクチンとコロナワクチンの同時接種も可

ご自身で用意した検査キットや薬局検査で
陽性となったとき
受診や薬の処方を希望する方 ： 診療・検査医療機関

宿泊施設での療養を希望するとき ： 宿泊療養問い合わせ窓口

療養期間終了後も症状があるとき
罹患後症状外来実施医療機関

自宅療養中に体調が悪化したとき
●陽性者相談センター ☎029（301）4269（８時３０分～１７時１５分）
　【夜間緊急電話（※）】 ☎029（301）5380（17時15分～8時30分）
　※体調悪化以外の相談には対応できません。
●診断を受けた医療機関など　●所在地を管轄する保健所

※リンク先の地図に、医療機関の所在地を表示しています。

受診を必要としない方 ： 陽性者情報登録センター（※）

※65歳未満で、重症化リスクが低い方は、医療機関を介さずに
　陽性者登録が可能です。

茨城県　罹患後症状 検  索

茨城県　発熱外来 検  索

茨城県　宿泊療養 検  索

茨城県　陽性者登録 検  索

重症化率=（重症者数+死亡者数）÷新規陽性者数

重症化率の平均
12

10

8

6

4

2

0

（％）

20歳未満 20代

0.1 0.0 0.0
0.3

0.0 0.0

1.0

0.0 0.0

2.2

0.2 0.0

4.4

0.3 0.1

5.3

1.6

0.6

10.2

3.7

2.3

0.0 0.0 0.0

30代 40代 50代 60代 70代 80歳以上

第5波重症化率（R3.7-9）

第6波重症化率（R4.1-5）

第7波重症化率（R4.7-9）
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県新型コロナワクチン大規模接種コールセンター ☎０５７０-０５６７１１ ※通話料がかかります
９時４５分～２０時（土・日・祝日も対応）

新型コロナワクチンについて

新型コロナウイルス感染症の影響で、令和３年の収入が前年より減少した世帯は、一定の要件を満たすと国民健康保険料（税）が減免となる場合があ
ります。詳しくは、お住まいの市町村の国民健康保険担当課まで。　　　県厚生総務課国民健康保険室　☎０２９（３０１）３１７２

県福祉政策課 ☎０２９（３０１）３１６４

お住まいの市町村
子育て支援担当課

市にお住まいの方：お住まいの市の福祉事務所
町村にお住まいの方：お住まいの町村を管轄する、
　　　　　　　　　 県の福祉事務所

厚生労働省　
オミクロン株対応ワクチン　

接種のお知らせ▶

最終の接種から3カ月以上経過している方
例） ３回目接種を未接種の方：２回目接種から3カ月以上経過
　　４回目接種を未接種の方：３回目接種から3カ月以上経過
　　4回目接種を接種済の方：４回目接種から3カ月以上経過

● 接種間隔

オミクロン株対応ワクチン

県大規模接種会場を開設します

生活にお困りの世帯へ

　現在流行している新型コロナウイルスのオミクロン株に対応するために開発され、従来のワクチンの成分とオミクロン株に対応
した成分の２つを含む２価ワクチンのことです。
　従来のワクチンを上回る重症化予防効果やオミクロン株への感染・発症予防効果などが期待されています。

ワクチンは、感染や重症化を予防し、自分や周りの人を守ります。年末までにオミクロン株対応ワクチン
の接種を完了するようご検討ください。

● 接種対象者

● 会　　場

● ワクチン
ファイザー社製の２価ワクチン：１２歳以上の方
モデルナ社製の２価ワクチン：１８歳以上の方

詳細は県ホームページで　
ご確認ください▶

初回接種（１・２回目）を完了している１２歳以上の全ての方
※現時点では、１人１回の予定

茨城県庁福利厚生棟（水戸市）・産業技術総合研究所（つくば市）・
古河市生涯学習センター総和（古河市）・鹿島セントラルホテル（神栖市）

● 期　　間１１月１日（火）～１２月２５日（日） 10時～20時（毎日）
※接種日は変更になる場合があります。 ※古河会場：11月14日（月）、29日（火）は休み

● ワクチン オミクロン株対応ワクチン（ファイザー社製２価ワクチン（交互接種可））
● 予約方法 お住まいの市町村へお申し込みください

※予約枠に余裕がある日時に限り、「予約なし」でも接種可能です。

● 接種券の送付
接種券の送付などについては、市町村によって異なりますので、
詳細は、お住まいの市町村の案内をご確認ください。

接種には以下の書類が必要です。

●接種券が印字された予診票
●予防接種済証
●本人確認書類

乳幼児のワクチン接種

お住まいの市町村のワクチン接種
相談窓口（コールセンター）▶

予約に関すること
厚生労働省　

新型コロナワクチンQ＆A▶

ワクチンに関すること
県新型コロナワクチンコールセンター（副反応相談窓口）
☎０２９（３０１）５３９４ ※24時間対応（土・日・祝日も対応）

副反応に関すること

※予約方法などの詳細は、お住まいの
　市町村の案内をご確認ください。

▲厚生労働省
新型コロナ

ワクチンについて

　１０月2４日に予防接種法の政省令などが改正され、生後６カ月以上４歳以下の乳幼児についても初回（１・２・３回目）
接種が実施されることになりました。お子さまのワクチン接種には、保護者の方の同意と立ち会いが必要です。
　「感染症予防の効果」と「副反応のリスク」双方についてご理解いただき、接種を受けるかをご判断ください。

● 接種対象者 生後６カ月以上４歳以下の方　● ワクチン ファイザー社製の乳幼児用ワクチン
● 接種間隔 ２回目：３週間後、３回目：２回目接種から少なくとも８週間経過後

新型コロナウイルス感染症生活困窮者自立支援金
県や市では、生活福祉資金の特例貸付を利用できなくなった
世帯などに支援金を支給しています。
※受給するためには、収入や資産などの要件があります。

●申請期限　12月31日（土）

〔県独自〕低所得の子育て世帯への特別給付金
食料品やエネルギーなどの物価高騰の影響を受ける、低所得
（住民税均等割が非課税など）の子育て世帯へ県独自の特別
給付金を支給します。
●支給金額　児童１人当たり一律５万円

支給対象や支給額など詳しくはこちら▶
ふたり親　
世帯の方▶

ひとり親　
世帯の方▶

※詳しくはお住まいの市町村子育て支援担当課へ直接お問い合わせください。



～ 意志あるところに道は開ける ～
Where there’s a will, there’s a way.知事

本
号
は
、10
月
20
日
現
在
の
情
報
に
基
づ
き
編
集
し
て
い
ま
す
。

茨城県知事  大井川 和彦

　２０２３年のＧ７サミット（主要国首脳会議）に合わせて開催さ
れる関係閣僚会合のうち、内務・安全担当大臣会合の水戸市で
の開催が決定しました。
　本県での関係閣僚会合は、２０１６年Ｇ７茨城・つくば科学技術
大臣会合、２０１９年Ｇ２０茨城つくば貿易・デジタル経済大臣会
合に続き、３回目の開催となり、内務・安全担当大臣会合では、国
際組織犯罪やサイバーセキュリティなどが議論されています。
　昨今の国際情勢によりＧ７としての結束の重要性が高まる
中、注目度の高い重要なテーマの会合が本県で開催されること
を大変意義深く感じるとともに、これまで誘致活動にご協力い
ただいた関係者の皆さまに、心より感謝を申し上げます。
　水戸市での開催決定については、本県が国際会議開催の実
績が豊富であることや、交通アクセスの良さに加え、水戸市が、
歴史のある日本の文化を感じられる都市であることなど、各国

の閣僚をお迎えして
国際社会の治安課題
を議論するのにふさ
わしい環境であること
を評価いただいたも
のと考えております。
　会合は、茨城の魅
力を世界に発信する
絶好の機会となること
から、開催効果を地域の活性化へつなげられるよう、さまざまな
取り組みを進めるとともに、成功に向け、水戸市や関係団体と連
携しながら、受け入れ準備を進めてまいりますので、県民の皆さ
まのご理解、ご協力をお願いいたします。

開催誘致活動では、1月に林外務大臣へ誘致を
要望しました。

vol.43

県ホームページ「ひばり11月号キーワードクイズ応募ページ」からご応募いた
だくか、はがきに①答え②郵便番号③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号⑦ひばり
11月号の感想をお書きの上、〒３１０－８５５５（住所不要）茨城県営業企画課ク
イズ係へ（応募は１人１回まで）。 
11月24日（木）締め切り（当日消印有効）

〈応募方法〉

全国旅行支援「いば旅あんしん割」＼魅力満載な茨城を
お得に旅しよう／

検査の種類 陰性証明の有効期限

対象期間：１２月２０日（火）宿泊分まで
予約方法：専用ホームページに掲載されている宿泊施設・旅行会社へ
　　　　  「いば旅あんしん割」プランをお申し込みください。

対象：国内居住者による茨城県内への旅行
割引条件（①または②を提示してください）
①ワクチン３回目接種済みの証明（旅行日当日に宿泊施設または旅行会社で確認）
②未接種の場合は、PCR検査などの陰性証明

PCR検査・NEAR法・抗原定量検査

抗原定性検査

検体採取日を含めて４日以内

検体採取日を含めて２日以内

内容（１人（１泊）あたり）

クーポン券割引率

【平日】
3,000円

【休日】
1,000円

日帰りまたは
宿泊旅行

【平日】
5,000円以上

【休日】
2,000円以上

割引額上限

交通付き 左記以外

8,000円４０％ 5,000円

次の　 に入る言葉をお答えください。
ほどよい
甘さで黄金色に輝く
本県の特産品

ひばりキーワードクイズ 正解者の中から抽選で20人の方に、
すてきな県産品が当たります。

木の上で完熟させる樹上完熟が特徴の「奥
久慈りんご」をぜいたくに使用し、奥久慈卵
のスポンジなど、素材を生かして焼き上げら
れました。
第２回茨城おみやげ大賞金賞も受賞した
アップルパイをぜひご賞味ください。

今月号はこれ ！

藤田観光りんご園（大子町）
☎０２９５（７２）５０２８

ぜいたくアップルパイ
（１ホール）

▲応募ページは
　こちら
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※宿泊は同一旅行で７泊分まで
※「交通付き」は旅行会社が販売する片道50km以上の交通付き宿泊旅行商品など

※1人（1旅行）あたり ※先着5万人（申し込み時、要確認）

●体験リピーターチケットの配付
8,500円以上の宿泊の場合は、上記の割引
内容に加え、県内体験観光施設などで使える
2,000円分のチケットを配付します。いば旅あんしん割コールセンター　☎０５７０（０６４）４０７

（日・祝日を除く９時３０分～１７時） ※通話料がかかります 詳しくはこちら

▲

●当選者の発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
●ご応募いただいた個人情報は、賞品の発送にのみ使用させていただきます。
●頂いたご感想は「ひばり」の紙面に掲載させていただくことがありますので、ご了承願います。

A

県民の日を記念し今月の当選者は
いつもの2倍！

10月号の答え ： かぼちゃ

県のはな
B

県のさかな
C

県の
D

うめ

次回「ひばり」12月号の新聞折り込みは11月27日（日）です。


